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平成 31 年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果（霧島市） 

１ 実施期日   平成 31 年４月 18 日（木） 

２ 実施概要 

(1)   対象学年  小学校第６学年、中学校第３学年 

(2) 対象教科  小６は国語・算数、中３は国語・数学・英語（初めて導入、３年に一度実施予定） 

(3) 調査内容   

 

 

 

 

３ 結果概要（平均正答率は、平成 28 年度から県と市は整数値、全国のみ小数点以下も公表） 

(1) 小学校平均正答率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)   中学校平均正答率   

・ 全国と比べて国語は－3.8ポイント、数学は－4.8ポイント、英語は－３ポイントで

あり、全ての教科で全国の結果を下回る結果となった。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  

 

 

 

 

・ 国語は昨年度と同様に全国をやや下回っている。算数は全国よりも3.6ポイント下回ってい

ることから、課題が継続している。 

教科 

平成30年度 

（上段は平均正答率、下段は平均正答数） 

令和元年度 

（上段は平均正答率、下段は平均正答数） 

本市 県 全国 本市 県 全国 

国

語 

Ａ 
77 

24.5／32 
75 

24.0／32 
76.1 

24.3／32 69 

6.9／全10問 

70 

7.0／全10問 

72.8 

7.3／全10問 
Ｂ 

59 

5.3／9 

58 

5.3／9 

61.2 

5.5／9 

数 

学 

Ａ 
66 

23.9／36 
64 

23.2／36 
66.1 

23.8／36 55 

8.9／全16問 

57 

9.1／全16問 

59.8 

9.6／全16問 
Ｂ 

47 

6.5／14 

45 

6.3／14 

46.9 

6.6／14 

理科 
66 

17.8／27 
65 

17.5／27 
66.1 

17.9／27 
   

英語 
   53 

11.1／全21問 

53 

11.2／全21問 

56.0 

11.8／全21問 

英語 

話すこと 

   24.8 

1.2／全5問 

－ 

1.5／全5問 

30.8 

1.5／全5問 

 

○ 国語、算数・数学は、「知識・技能」に関する問い(昨年度までのＡ問題)」と  

「活用」に関する問い(昨年度までのＢ問題)」を一体的に出題 

○ 英語は「聞くこと」「読むこと」「書くこと」に関する問題（記述式）と「話 

すこと」に関する問題（口述式）調査を出題 

〇 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査を実施 

教科 

平成30年度 

（上段は平均正答率、下段は平均正答数） 

令和元年度 

（上段は平均正答率、下段は平均正答数） 

本市 県 全国 本市 県 全国 

国

語 

Ａ 
70 

8.5／12 
70 

8.4／12 
70.7 

8.5／12 63 
8.8／全14問 

66 
9.2／全14問 

63.8 
8.9／全14問 

Ｂ 
52 

4.1／8 
53 

4.2／8 
54.7 
4.4／8 

算 

数 

Ａ 
65 

9.1／14 
64 

9.0／14 
63.5 

8.9／14 63 
8.9／全14問 

65 
9.2／全14問 

66.6 
9.3／全14問 

Ｂ 
49 

4.9／10 
49 

4.9／10 
51.5 

5.1／10 

理科 
60 

9.5／16 
59 

9.5／16 
60.3 

9.6／16 
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４ 平成２７年からの経年変化（全国平均正答率との差） 

 

【小学校】 

  H27 H28 H29 H30 Ｒ元 

国語 A -2.4  -2.0  1.2  -0.7  
-0.8 

国語 B 0.2  -1.6  -3.5  -2.7  

算数 A 0.1  1.5  0.4  1.5  
-3.6 

算数 B -3.2  -2.2  -0.9  -2.5  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

  H27 H28 H29 H30 Ｒ元 

国語 A -1.3  -1.8  -2.4  0.9  
-3.8 

国語 B 0.4  -2.4  -4.2  -2.2  

数学 A -1.1  -2.2  -4.6  -0.1  
-4.8 

数学 B 0.3  -2.1  -2.1  0.1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 同学年における経年変化（Ｈ２８：小６ → Ｒ元：中３） 

 【全国平均正答率との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小 6 時 中 3 時 

国語Ａ -2.0  
-3.8 

国語Ｂ -1.6  

算数･数学Ａ 1.5  
-4.8 

算数･数学Ｂ -2.2  

・ 小学校は、国語が全国とほぼ同等の状況

まで改善しているが、算数は全国を下回

り、差が拡大した。 

・ 中学校は、昨年度国語と数学のどちらも

改善傾向にあったが、今回はどちらも全

国を下回り、差が拡大した。 

・ 国語は小６時の課題が中３になっても継続してお

り、算数・数学は小６時よりも後退し、全国との差

が拡大した。 
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６ 正答数分布グラフから（横軸：正答数、縦軸：割合） 

 

【小学校国語】                【小学校算数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校国語】                【中学校数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校英語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 小学校・中学校ともに全ての調査において、

赤の囲み枠で示した部分の上位層が全国平均と

比べて少ないことが分かる。 

  特に、★印で示した小学校算数、中学校国語・

数学が顕著である。 

・ 本市ではこれまで、アンダーアチーバー０（ゼ

ロ）を目指し、特に学力の下位層の児童生徒に

対する補充学習や個別指導を徹底し、このグラ

フからもある程度の成果が出ているといえる。

しかし、今回浮き彫りとなった学力上位層の児

童生徒を伸ばすために、各教科の学びの面白さ

と奥深さを日々実感させ、能動的な学びを追究

していく児童生徒を育成する。 
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７ 学習状況調査結果 

(1) 霧島市全体の傾向 

  ア 児童生徒質問紙から 

・ 小・中学校ともに、生活習慣・学習習慣（朝食を毎日食べる。図書室・地域の図書館に週４

回以上行く。）が全国を上回っている。 

・ 全国と比べ、小学校は算数への関心等が高いにも関わらず算数の調査結果は全国を下

回る。同様に中学校は国語への関心等が高いにも関わらず国語の調査結果は全国の水準

を下回る。 

→ 児童生徒の関心を生かした授業改善を一層推進し、関心が高い上位層を一層伸ばすこ

とが必要である。 

イ 学校質問紙から 

・ 小学校では、算数科の指導法（ＩＣＴを活用した授業をほぼ毎日行う。）について、全国を

やや上回っているが、算数の調査結果が全国を下回る。 

・ 中学校では、国語科の指導法（補充的な学習の指導をよく行った。）について、全国をやや

上回っているが、国語の調査結果が全国を下回る。 

→ 小中ともに教師の教科指導に対して、学力の結果に結びついていないことから、授業改善に

加えて、こまめに定着の見届けを行い、できるまで繰り返しさせるなどの指導が必要である。 

 

小
学
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学
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８ 学習状況調査結果から 

(1) 学校質問紙「児童生徒の学ぶ姿勢」に係る結果①（上段：小学校、下段：中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

 

 

(2)   学校質問紙「児童生徒の学ぶ姿勢」に係る結果②（上段：小学校、下段：中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 
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(3)  児童生徒質問紙「授業に対する考え」に係る結果①（上段：小学校、下段：中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

 

 

(4)  児童生徒質問紙「授業に対する考え」に係る結果②（上段：小学校、下段：中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

  ※ 前頁の(1)(2)からは、小・中学校ともに児童生徒の学ぶ姿に対して、教師は肯定的にとらえ 

る割合が全国と比べて小さい。一方、本頁の(3)(4)からは、児童生徒は算数・数学の勉強が好 

きであり、大切であると思う児童生徒の割合が全国と比べて大きい。（国語もほぼ同様） 

 児童生徒の熱意を引き出し、分かる・楽しい・ためになる授業実践のために、授業改善を一 

層推進する必要がある。 
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９ 自己肯定感に関する調査結果と分析 

(1) 教科に関する調査と児童生徒質問紙とのクロス集計結果から 

  ア 小学校 

先生は、あなたのよいところを認

めてくれていると思いますか。 

児童の割合 

（％） 

平均正答率（％） 

国語 算数 

１ 当てはまる。 39.1 66.6 65.6 

２ どちらかといえば、当てはまる。 47.7 62.4 63.3 

３ どちらかといえば、当てはまらない。 10.8 55.2 58.9 

４ 当てはまらない。 2.4 45.7 49.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学校 

先生は、あなたのよいところを認

めてくれていると思いますか。 

生徒の割合 

（％） 

平均正答率（％） 

国語 数学 英語 

１ 当てはまる。 26.2 73.3 60.4 57.1 

２ どちらかといえば、当てはまる。 56.9 68.2 54.6 51.9 

３ どちらかといえば、当てはまらない。 14.3 66.5 50.9 49.3 

４ 当てはまらない。 2.7 61.4 46.8 46.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ４ ３ ２ 

※ 上記のクロス集計

では、教師によいとこ

ろを認めてもらえて

いると実感している

児童生徒ほど、小・中

ともに全ての教科に

おいて正答率が高い

傾向がある。 

 

※ 左の自己肯定感に

係る児童生徒質問紙

調査では、小中ともに

全国を下回っている。

家庭とも連携し、本市

の「ほめる運動」を学

校教育の特に、授業に

おいて実践を強化し

て自己肯定感を高め、

自ら学ぶ意欲をもっ

た児童生徒を育成し

たい。 

１ ２ ３ ４ 
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(2) 「自己肯定感」に係る学校質問紙と児童質問紙との比較結果（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童 

 

 

 

 

 

(3) 「自己肯定感」に係る学校質問紙と生徒質問紙との比較結果（中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 

 

 

 

    ※ 小中ともに教師と児童生徒の認識に大きな違いがある。この認識の違いについて、各学校

の実態を把握して全職員で共有し、日々の授業の中で教師からも周りの児童生徒からもよ

さを認めてもらえる機会を意図的に設定する必要がある。 
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10 今後の学力向上に向けた対策について 

 (1) 霧島市「学力向上プラン」を基盤とした、【授業改善】と【定着の見届け】の推進 

   ア 霧島市「学力向上プラン」について 

     結果につなげる意識を全職員にもたせる目的で、本年度の様式には全国学力・学習状況

調査の平成 29 年度から今年度までの 3 箇年分の全国と自校との差を数値で示す欄を新設

した。 

   イ 授業改善と定着の見届けの概要について 

市の重点 実践内容 

【授業改善】 

○ 「授業連動型家庭学習」に

よる授業改善 

・ 「学力向上プラン」の重点対策の一つを市共通実践

事項として設定 

・ 市指定研究協力校等での授業公開 

 （牧園中：令和元年度～令和２年度） 

・ リーフレット『霧島市「授業連動型家庭学習」の手

引き』の市内全職員への配布（平成 31 年４月） 

【定着の見届け】 

○ 改善した授業によって児

童生徒の学力が定着してい

るかどうかの見届け 

・ 「当該学年で必ず身に付けさせたい力を問う重点問

題一覧」の作成と配布 

・ 「学力向上プラン」の授業づくりの視点として設定 

・ 霧島市「今週の１問」の配信（令和元年７月から） 

 

 (2) 「授業連動型家庭学習」の実践【授業改善】（10 ページ参照） 

   ア 「授業連動型家庭学習」の目的を全職員に周知する。 

○ 単元全体を見通した授業設計をすることにより、一単位時間の授業で身に付けさせた

い力を明確にして日々実践する。（子供によるまとめ・振り返りまで完結する授業の継続） 

○ 家庭学習で学んだことを授業に生かす、授業で学んだことを家庭学習に生かすことで

学力を向上させる。 

   イ 「授業連動型家庭学習」による授業改善について、全職員の組織的な取組を推進する。 

□ 「授業連動型家庭学習」による授業を全職員が実践する。 

□ 児童生徒が持ち寄った家庭学習を認め合い、授業では家庭学習を活用して対話活動を 

充実させ、授業で活躍した児童生徒のよさを称賛し合い、自己肯定感を高める。 

□ 「授業連動型家庭学習」による授業改善事例を全職員で共有し、未実施の職員の実践 

意欲を高めるとともに授業改善の意識を高める。 

 

 (3) 霧島市「今週の１問」の配信【定着の見届け】（10 ページ参照） 

  ア 目的 

毎週、重点問題（毎年繰り返し出題される問題等）に触れさせることを市の共通実践にする

ことで、当該学年で必ず身に付けるべき力は当該学年のうちに確実に身に付けさせ、児童生徒

一人一人の進路実現や今後の社会に対応できる資質や能力を育成するための契機とする。 

     イ 配信する学年及び教科（対象：市内全小・中学校） 

    ・ 小学校５・６年：４教科［国語・社会・算数・理科］から１問 

    ・ 中学校１～３年：５教科［国語・社会・数学・理科・英語］から１問 

   ウ 配信について 

    ・ ７月１日（月）から開始し、原則月曜日に各学校にメールで配信する。 
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［資料］ 

 

リーフレット『霧島市「授業連動型家庭学習」の手引き』の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

霧島市「今週の１問」（令和元年９月 17 日に配信された問題から） 
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